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　笠間市は、市内全域が都市計画区域として指定されています。この区域では、用途地域や道路・
公園等の都市施設を計画しており、この都市計画に基づき、土地利用や道路などの整備を進めて
います。
　また、平成20年度には、今後の都市計画の基本的な方針となる笠間市都市計画マスタープラン
を策定し、今後の都市計画を決定あるいは変更していく場合の指針を定めました。
　このようなことを踏まえ、以下の地域について、現在整備が進められている事業の進捗などに併
せ、平成22年度をめどに用途地域の見直しを進めていきます。

　上記に掲げる沿線地域の関係者等に
は、今後検討を進めていく過程で逐次
お知らせをしていきます。また、皆さん
のご意見を伺う機会も予定していますの
で、ご協力のほどよろしくお願いします。

用途地域の見直しについて用途地域の見直しについて用途地域の見直しについて

宿大沢線沿線地域
（友部小学校西～友部停車場線）

常磐自動車道岩間IC周辺地域
（安居百切、押辺下原）

岩間駅東地区
（岩間駅東土地区画整理事業地域）
（岩間駅東大通り線沿線地域）
（日吉町古市線沿線地域）

JR友部駅

JR岩間駅

至 国道355号
バイパス

至 国道355号
バイパス

岩間 I C岩間 I C

県道
茨城岩間線
県道
茨城岩間線

県道
上吉影岩間線
バイパス

県道
上吉影岩間線
バイパス 茨城県農業総合センター茨城県農業総合センター

友部小学校
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笠間市建設業協力会
・笠間地区施行組合
が菊花壇設置に協力

幼年消防隊がパレードやキャンペーンで火災予防ＰＲ幼年消防隊がパレードやキャンペーンで火災予防ＰＲ
全国秋の火災予防週間

　全国秋の火災予防運動の実施に当たり、市内の保育園・
幼稚園児による幼年消防隊がお揃いのハッピを身に着け、
市民や観光客に火災予防を呼びかけました。
※岩間地区でのパレード（11/11）は、雨天のため中止となりました。

平成21年度全国統一防火標語
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笠間市立学校適正規模・適正配置検討委員会が発足

日
時

場
所

内
容

問
合
せ
▼

● 

検
討
委
員
会
発
足
の
経
緯

● 

検
討
委
員
会
の
役
割

● 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

● 

次
回
委
員
会
の
開
催
予
定

　

全
国
的
な
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
笠
間
市
で
も
単
学
級
（
１
学
年
１
ク
ラ
ス
）
の
あ
る
学
校
が

全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
笠
間
市
で
は
、
将
来
の
適
正
な
教
育
環
境
に
つ
い

て
審
議
す
る
「
笠
間
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
、
11
月
15
日
、
笠

間
市
役
所
笠
間
支
所
で
第
１
回
目
の
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
教
育
委
員
会
か
ら
の
委
嘱
状
と

諮
問
書
の
交
付
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
委
員
会
の
役
割
や
会
議
進
行
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
長
に
は
、
日
本
女
子
大
学
教
授
で
教
育
工
学
・
教
育
方
法

学
に
詳
し
い
吉
崎
静
夫
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
委
員
会
は
、
透
明
性
と
公
正
性
の

確
保
、
そ
し
て
市
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
公
開
と
し
て
い
ま
す
。

中庭教育委員長（右）から諮問書の交付を
受ける吉崎委員長（左）
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笠間市の１年を振り返る!
平成21年（2009年）市の新たな歩み

成人式
１月11日

２月６日

４月２日

５月８日

5月16日

６月１日

６月１日

８月１日

２月13日

７月８日

８月17～
24日

11月15日

市内建設３団体と緊急雇用対策協定を締結

笠間子育て支援センター「みつばち」を開所

笠間市パスポートセンターを設置

かさま健康ダイヤル24事業がスタート

第８回全国高等学校合気道演武大会を開催

笠間市青年海外派遣事業を実施

８月24日
岩間中学校新校舎竣工式

笠間市立学校適正規模・適正配置検討委員会が発足

平成20年度笠間市表彰式

３月17日
定額給付金・子育て応援特別手当事業開始

公民館寺子屋事業がスタート

官民協働による「くらしのガイドブック」発行協定調印

笠間市がんばる企業応援連絡会を発足

月日 出　来　事
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　Спасибо за．（スパスィーバ ザ）

　Добрый дечер！（ドーブルゥィ ヂェーニ）

問合せ

クラフト農 業レポート

平成21年度、笠間市は農業施策を重点的に実施しています。
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January
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日　　時：
受　　付：
開 会 式：
試合開始：
場　　所：
試合方法：

参加資格：

参 加 費：
定　　員：

申込期間：

申 込 み：

第1回笠間市公民館まつりが開催されました 第4回笠間市民囲碁・将棋大会の参加者募集
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戸
籍
シ
ス
テ
ム
機
器
入
れ
替
え

の
た
め
に
、
1
月
17
日
㊐
の
戸
籍

証
明
交
付
（
戸
籍
謄
・
抄
本
等
戸

籍
に
関
す
る
も
の
の
発
行
）
を
休

止
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課
（
内
線
1
4
6
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

『
工
業
統
計
調
査
』
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
21
年

12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
提
出
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
（
内
線
２
１
４
）

第
４
回
「
み
ん
な
の
音
楽
祭
」

を
開
催
し
ま
す

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一

緒
に
楽
し
め
る
音
楽
祭
で
す
。
皆

さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
、
参
加
者
の
誘
導
、

機
材
の
出
し
入
れ
な
ど
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
１
月
23
日
㊏
午
後
0
時
45

分
〜
４
時　

※
入
場
無
料

会
場
▼
笠
間
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
▼
合
唱
、
演
奏
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど

発
表
団
体
▼
市
内
の
障
害
者（
児
）

団
体
、
施
設
、
在
宅
障
害
者
（
児
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
期
日
▼
１
月

８
日
㊎
ま
で

笠
間
支
所
福
祉
課
（
内
線

７
２
１
６
１
）

期
日
▼
1
月
11
日
㊊
・
㊗

式
典
会
場
▼
岩
間
総
合
運
動
公
園

式
典
時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
20
分

放
水
試
験
▼
笠
間
・
友
部
地
区
は

正
午
ご
ろ
、
岩
間
地
区
は
午
前
11

時
40
分
ご
ろ
を
予
定

笠
間
地
区
／
赤
坂
地
内
大
池
公
園

友
部
地
区
/
小
原
地
内
涸
沼
前
川 

岩
間
地
区
/
下
郷
地
内
新
池

※ 

当
日
は
午
前
7
時
に
招
集
の
た

め
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

※ 

放
水
試
験
は
雨
天
時
中
止
と
な

り
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課

℡
０
２
９
６
（
７
３
）
０
１
１
９

病
害
虫
防
除
に
係
る
芝
焼
き

に
つ
い
て

　

農
作
物
に
加
害
す
る
越
冬
病
害

虫
を
防
除
し
、
農
作
物
の
被
害
予

防
を
図
る
た
め
の
あ
ぜ
、
農
道
等

の
雑
草
を
面
的
に
焼
却
す
る
「
芝

焼
き
」
に
は
、
次
の
と
お
り
申
請

が
必
要
で
す
。

実
施
日
▼
実
施
組
織
、
地
元
消
防

団
の
合
意
の
も
と
、
決
定
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
▼
笠
間
市
火
入
れ
条
例
に

基
づ
き
「
火
入
れ
許
可
申
請
書
」

を
２
部
次
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
▼
芝
焼
き
実
施
地
域
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
現
況
、
防
火
施

設
の
位
置
を
示
す
図
面

申
請
期
限
▼
実
施
の
10
日
前

※ 

過
失
事
故
等
に
よ
る
金
銭
補
償

行
為
は
実
施
主
体
の
責
任
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※ 

刈
り
草
な
ど
を
集
積
し
、
延
焼

防
止
を
し
て
焼
却
す
る
場
合
、

「
火
入
れ
許
可
申
請
書
」
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
防
署
へ

の
届
出
は
必
要
で
す
。

・

農
村
整
備
課
（
内
線

５
３
０
）、農
政
課
笠
間
分
室
（
内

線
７
２
１
３
３
）、
農
政
課
岩
間

分
室
（
内
線
７
３
１
５
２
）

果
樹
産
地
強
化
支
援
事
業
（
栗

苗
改
植
事
業
）
に
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
計
画
的
な
品
種
更
新

を
推
進
し
、
栗
の
品
質
向
上
に
よ

る
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
栗
の

苗
木
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
▼
笠
間
市
に
住
所
を
有
す

る
農
業
者
、
所
在
す
る
生
産
者
組

織
（
３
戸
以
上
の
生
産
者
で
組
織

す
る
任
意
組
織
を
含
む
）

要
件
▼
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
20
㌃
以
上
の
栗
栽
培
面
積
を
見

込
め
る
方

・
指
定
品
種
（
丹た
ん

沢ざ
わ

、
利り

平へ
い

、
筑つ
く

波ば

、
石い
し

鎚づ
ち

、
銀ぎ
ん

寄よ
せ

、
岸が
ん

根ね

、
ポ

ロ
タ
ン
）
20
本
以
上
の
改
植
を

行
う
方

・
前
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
数

量
目
標
を
1
0
0
％
達
成
し
て

い
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
類
似
の
補
助
事
業
を
同
一
年
度

に
受
け
て
い
な
い
こ
と

補
助
率
▼
栗
の
苗
木
１
本
当
た
り

1
5
0
円

申
請
期
限
▼
２
月
26
日
㊎

・

農
政
課
（
内
線
５
２
６
）、

農
政
課
笠
間
分
室
（
内
線
７
２
１

３
３
）、
農
政
課
岩
間
分
室
（
内

線
７
３
１
５
２
）

果
樹
管
理
モ
デ
ル
事
業
（
低
樹
高

栽
培
普
及
事
業
）
参
加
者
を
募
集

　

女
性
や
高
齢
者
で
も
栽
培
管
理

が
し
や
す
い
軽
作
業
化
と
、
収
量

や
品
質
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た

め
、
事
業
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
果
樹
▼
栗

要
件
▼
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
笠
間
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
20
㌃
以
上
の
栗
栽
培
面
積
を
有

す
る
方

・
前
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
数

量
目
標
を
1
0
0
％
達
成
し
て

い
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
他
の
助
成
に
よ
り
実
施
ま
た
は

既
に
完
了
し
て
い
な
い
こ
と

費
用
負
担
▼
無
料
（
た
だ
し
、
せ

ん
定
枝
の
処
分
経
費
は
事
業
参
加

者
が
負
担
す
る
）

申
請
期
限
▼
２
月
26
日
㊎

実
施
期
間
▼
本
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で

そ
の
他
▼
事
業
実
施
に
よ
る
樹
勢

衰
退
、
収
量
低
下
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
損
害
賠
償
等
に
よ
る
補
償

に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・

農
政
課
（
内
線
５
２
６
）、

農
政
課
笠
間
分
室
（
内
線
７
２
１

３
３
）、
農
政
課
岩
間
分
室
（
内

線
７
３
１
５
２
）

平
成
22
年
笠
間
市
出
初
式

日
曜
窓
口
業
務
（
１
月
17
日
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
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●
笠
間
地
区

ご
み
の
収
集
／
31
日
㊍
〜
3
日
㊐

し
尿
・
浄
化
槽
汲
み
取
り
／
29
日

㊋
〜
3
日
㊐
（
三
栄
社
）、
5
日

㊋
（
博
相
社
）
ま
で

ご
み
の
臨
時
持
込
受
付
日
／
29
日
㊋

●
友
部
・
岩
間
地
区

ご
み
の
収
集
・
持
込
／
30
日
㊌
〜

3
日
㊐

し
尿
・
浄
化
槽
汲
み
取
り
／
30
日

㊌
〜
4
日
㊊

※ 

ご
み
は
、
笠
間
地
区
は
エ
コ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
、
友
部
・

岩
間
地
区
は
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全
課
（
内
線
1
2
7
）、

笠
間
支
所
生
活
課
（
内
線

7
2
1
2
2
）、
岩
間
支
所
生
活

課
（
内
線
7
3
1
6
2
）

市
役
所
・
市
立
病
院
・
保
健
セ
ン

タ
ー
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
／
29  

日
㊋
〜
3
日
㊐

図
書
館
・
公
民
館
・
総
合
公
園
・

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
か
い
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
／
28
日
㊊
〜
4
日
㊊

市
民
体
育
館
・
笠
間
武
道
館
／
28

日
㊊
〜
5
日
㊋

笠
間
広
域
斎
場
や
す
ら
ぎ
の
森
／ 

31
日
㊍
〜
3
日
㊐

※ 

市
役
所
が
休
庁
期
間
中
、
死
亡

届
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可
申
請

の
受
付
・
認
可
証
の
交
付
、
婚

姻
届
・
出
生
届
な
ど
の
受
領
は
、

本
所
・
各
支
所
の
日
直
が
行
い

ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
第
58
回
勝
田
全

国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
い
、

来
年
１
月
31
日
は
、
ひ
た
ち
な
か

市
内
お
よ
び
東
海
村
一
部
に
て
大

幅
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
に
会
場
の
ひ
た
ち
な
か
市
石
川

運
動
ひ
ろ
ば
周
辺
と
勝
田
駅
か
ら

国
道
２
４
５
号
に
つ
な
が
る
昭
和

通
り
は
、
終
日
交
通
規
制
と
な

り
ま
す
。
ま
た
国
道
２
４
５
号
で

は
、
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
ま
で

は
、
東
海
村
・
日
立
方
面
が
交
通

規
制
と
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
ひ
た
ち
な
か
市
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
課
内
）

℡
０
２
９
（
２
６
２
）
５
６
１
５

ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
水
戸
市
）

　

市
民
手
作
り
の
光
の
祭
典

「
ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と
ス
タ
ー
ラ

イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
１
日
㊋
〜
平
成
22
年

１
月
15
日
㊎
午
後
５
時
〜
午
後
10

時
30
分
（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
期
間
）

場
所
▼
水
戸
芸
術
館
（
水
戸
市
五

軒
町
１

－

６

－

８
）

※
有
料
駐
車
場
有（
約
２
０
０
台
）

内
容
▼
点
灯
の
つ
ど
い
／
12
月
１
日

㊋
午
後
４
時
50
分
〜
、
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
／
12
月
５
日
㊏
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
＆
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

／
12
月
31
日
㊍
午
後
９
時
〜
午
前
０

時
30
分
、
児
童
絵
画
展
等
／
２
月
23

日
㊋
〜
３
月
７
日
㊐

料
金
▼
無
料

ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と
ス
タ
ー
ラ

イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
実
行
委
員
会

℡
０
２
９
（
２
２
７
）
７
５
５
８

「
第
58
回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
の
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

に
つ
い
て
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（10月27日）

【環境モニタリング】
　環境保全事業団より、上半期の環境モニタリングに係る資料
の提出を求め、その資料に基づき次の報告を受けた。
① 一般大気については、浮遊粒子状物質の連続監視において、
7月19日午前8時から9時の間に、1時間値の最大値が環境
基準値を超えたが、溶融処理施設の排ガス中のばいじん濃度
は極めて低濃度であり、溶融処理施設の影響ではないと考え
られる。
　 　なお、その他の項目については、四季調査、連続監視とも
に環境基準を満たした。
② 騒音・振動については、2か所の調査地点のうち1地点で夏季
の昼夜間、他の1地点で夜間に環境基準を超えたデータが観
測されたが、セミの鳴き声の影響と考えられる。道路交通騒
音は春季・夏季ともに環境基準を超えたが、昨年と同様の傾
向である。
　　振動については、自動車振動要請限度を大きく下回った。
③ 悪臭については、敷地境界、笠間東公園ともに規制基準を大
きく下回った。
④ 処分場からの発生ガスについては、発生ガス測定専用のガス
菅を３か所設置した。メタンが春季に２地点、夏季に１地点で、
硫化水素が春季に７地点で検出されたが、低濃度であり周辺
環境に影響はない。
⑤ 松葉のダイオキシン類については、クロマツ、アカマツのダイ
オキシン類濃度を測定した結果、昨年度と同程度の値であった。

【次回の監視活動】
　施設の維持管理

12月11～23日／福祉作
文「共に生きる」
12月24～1月3日／笠間
の民話「思案橋と観城台」
１月４～13日／北川根
支部だよりから「修学
旅行の思い出」

■固定資産税　3期
■国民健康保険税
　　　　　　7期

納付期限
　12月25日（金）

 

公
共
施
設
等
の
休
業
日

 
ご
み
、
し
尿
汲
み
取
り
の
休
業
日

年
末
年
始
の
主
な
休
業
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岩
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
出
場

岩
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
出
場

郷
土
の
食
材
「
あ
ん
こ
う
・
く
る
み
」
な
ど
を
生
か
し
て

献 

立

※「広報かさま」の表紙写真（テーマは
農業）を募集しています。詳しくは、下記
までお問い合わせください。
〔2月号用の応募締切：1月8日（金）〕

本年度のテーマ：野菜を主とした料理

①貝柱はAの酒をふり、かたくり粉をまぶす。

②ブロッコリーは小房にわけて下ゆでする。タマネギはくし
形に切り、赤ピーマンは角切りにする。シイタケは１枚を４
等分する。

③ごま油を熱し、タマネギと貝柱とシイタケをいため、
最後にブロッコリーをいため、Bの調味料を加えてひ
と煮立ちさせる。

貝柱…160ｇ、ブロッコリー…１株、タマネギ…小１個、
赤ピーマン…２個、生シイタケ…２枚、ウズラ卵…12個、
ゴマ油…大さじ１
A：酒…小さじ１、かたくり粉…小さじ１
B：中華風調味料…小さじ１、水…１/２カップ、
 オイスターソース…大さじ１、酒…小さじ１、
 砂糖…小さじ１、塩…小さじ１/２弱
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 再生紙を使用しています。

●人　口 79,752 人 （ ）
　　　男 39,090 人 （ ）
　　　女 40,662 人 （ ）
●世帯数 28,010世帯（ 世帯）

（前月比）

－54人
－ 21人
－ 33人
＋ 1
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